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認知症高齢者の Evidence Based Care 

 ―ＡＤＬ崩壊過程とその対応に関する研究― 



調査表記入要領 

１．この調査票は痴呆を持った入所者さんの基本的ＡＤＬの崩壊過程を調査するための調

査票です．あらかじめ共同研究者によって特定された方を対象に調査を進めるための

ものです．調査対象者の選択については別紙「ＡＤＬ崩壊過程とその対応に関する調

査研究について」をご参照ください． 
２．１～３ページ目は患者さんの基本的事項についてお聞きしているものです．後に行わ

れる結果の報告やその後の経過調査の場合に個人が確認できるように，施設または共同

研究者がそれぞれの方法で個人特定と（識別番号，カル．テ番号，イニシャルなど）生

年月日を正確にご記入ください．またⅢの痴呆に関する一般情報も分かる範囲で正確に

ご記入をお願い致します． 
３．４ページ目は食事行動についての調査です． 

（１）食事摂取時に見られる状態にのみ，次の１から４までのいずれかをお答えくだ

さい．いくつお付けになっても結構です．見られない状態には記入しないでください． 
  １．常にまたはほぼ常に見られる   ２．時々見られる   ３．たまに見られる 
  ４．現在に至る前に見られたが現在は見られない 
  （２）そのような状態に対する通常している対処法について，次にお答えください． 
  １．放置している     ２．口頭で注意・指導する   ３．食べさせている 
  ４．上記以外の以下のような特別の対処をしている 
４．５ページは排泄行動についての調査です． 
  （１）同じ方で食行動と同様に見られる場合のみ，その頻度をお答えください． 
  （２）食行動同様に排泄行動障害に対して通常している対処法をご記入ください． 
  １．放置している    ２．口頭で注意する   ３．誘導や介助し，排泄させる 
  ４．オムツで対処している  ５．上記以外の以下のような特別の対処をしている 
５．６ページはコミュニケーション行動についての調査です． 
  （１）食行動と同様に見られる場合のみ，その頻度をお答えください． 
  （２）食行動同様にその患者さんのコミュニケーション障害に対する対処法をご記入

ください 
  １．放置している    ２．こちらから呼びかけるのみ  ３．言語以外の以下の

ような方法でコミュニケーションする 
 
各症例について食行動，排泄行動，コミュニケーション行動の３行動を観察ご記入頂きたいので

すが，何らの理由で２行動ないし１行動のみしか観察できなかった場合もご記入の上ご返却をお

願い致します． 

 
以上です．よろしくお願い致します． 



ＡＤＬ崩壊過程に関する調査表 

Ⅰ．調査を行った「共同研究者」について 

 この質問は調査者を特定するものです．今後の継続調査をお願いするに当た

ってお問い合わせをする場合に利用しますので，正確にご記入ください． 

１．お名前 

   

 

２．御所属 

 

 

３．ご連絡先 

  ａ．ご住所または御所属住所 

 

 

  ｂ．電話番号または携帯電話番号 

 

 

  ｃ．Fax または E-メールアドレス 

 

 

Ⅱ．調査対象者の「個人特定」 

次の質問はこの調査の対象となった痴呆性高齢者の方の属性についてお尋ね

しています． 

次回以降に引き続き継続調査をお願いする際に，主任研究者がこの回答から問

い合わせ致しますので，共同研究者（調査票記入者）が問い合わせ対象者は誰

かが判明できるようにご回答下さい． 

 

１．調査対象者についてイニシャルか診療録番号をご記入下さい． 

  

 

２．調査対象者について生年月日をご記入下さい． 

 

 

３．調査対象者の入所施設名か通所施設名をイニシャルか調査票記入者の分か

る方法でご記入下さい． 



Ⅲ．対象者の痴呆状態に関する一般情報について 

 

１．痴呆の診断名について該当するものに○をして下さい 

イ． アルツハイマー病        ロ．老年痴呆（とのみ診断されている） 

ハ．その他の神経変性疾患による痴呆  ニ．多発梗塞ないし血管性痴呆（疑い） 

ホ．不明ないし診断名なし 

 

 

 

２．診断根拠について該当するものに○をして下さい． 

イ．医師の診断とそれを指示するＣＴまたはＭＲＩ所見 

ロ．医師の臨床所見のみからの診断 

ハ．医師以外の者または状況から調査者が診断 

ニ．診断根拠不明 

 

 

 

３．初発後の年数または診断後の年数は何年ですか 

 

 

 

 

４．入所ないし通所後何年何ヶ月経過していますか 

 

 

 

 

５．発症後または経過観察することができるようになってからの経過は 

イ．進行性に悪化している 

ロ．階段状に悪化している 

ハ．いったん悪化した後悪化は停止している 

ニ．いったん悪化した後むしろ改善している 

ホ．経過は不明 

 



Ⅳ．食行動の異常   

   食行動の異常 現在の状態 対処法

ボーと見ていて手を出さない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

食べずにもてあそぶ  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

多動的で食事に集中できない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

箸やスプーンを扱えない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

食べ物以外の物も食べようとする  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

手づかみで食べる  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

こぼしながら平気で食べ続ける  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

食べることを中断し，促さないと食べない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

１品，２品のみしか食べない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

１品ずつ無くなるまで食べる  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

他人の物を食べようとする  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

空容器をすくう  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

食後から容器や箸をもてあそぶ  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

一つに混ぜる  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

こぼした物を執拗にすくう  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

最初にデザートやフルーツを食べる  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

その他（                      ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

その他（                      ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

その他（                      ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

その他（                      ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４（                    ） 

  １：常にまたはほぼ常に見られる １：放置している

   ２：時々見られる ２：口頭で注意・指導する

  ３：たまに見られる ３：食事介助して（食べさせて）いる

  ４：以前あったが現在は見られない ４：上記以外特別の方法を行っている場合ご記入下さい

 



Ⅴ．排泄行動の異常 

排泄行動の異常   現在の状態 対処法

便器内に排尿便が不可能  １     ２      ３     ４  １    ２   ３   ４   ５（               ） 

コミュニケーションが不可能  １     ２      ３     ４  １    ２   ３   ４   ５（               ） 

オムツ，パッドの異食  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

トイレが排泄の場として認識できない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

トイレ機器の使い方が分からない  １     ２      ３     ４  １    ２   ３   ４   ５（               ） 

ズボンが着られない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

ズボンをおろしても挙げようとする  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

トイレ誘導を拒否する，暴言，暴行がある  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

便座に座ろうとしない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

放尿便をする  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

尿意を訴えない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

弄便  １     ２      ３     ４  １    ２   ３   ４   ５（               ） 

尿意を訴えるとすぐ排尿する  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

トイレの場所が分からなくなる  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

水を流せない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

手を洗わない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

トイレから出てこない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

ズボンを下ろさずに便器に座る  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

その他（                        ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

その他（                        ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

その他（                        ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３   ４   ５（               ） 

  １：常にまたはほぼ常に見られる １：放置している

   ２：時々見られる ２：口頭で注意・指導する

  ３：たまに見られる ３：誘導・介助し排泄させる

   ４：以前あったが現在は見られない ４：オムツにする

   ５：上記以外の特別な対処法を記入して下さい



Ⅵ．コミュニケーション（言語）行動の異常   

   コミュニケーションの異常 現在の状態 対処法

呼びかけ，呼名に対し反応しない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

おはようというとおはようと返事が返せない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

話かけられても何も返事がない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

欲しい物を聞かれても返事できない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

体調や気分を聞かれて返事ができない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

命令に対し拒否の意思表示を示せない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

自分の名を聞かれ，答えられない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

命令に対し肯定の返事ができない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

褒め言葉に反応しない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

人の話に感激しない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

誘いに対し肯定の意思表示がない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

物の名前がほとんど言えない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

主介護者の名前が言えない  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

オウム返しのみが言える  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

その他（                    ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

その他（                    ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

その他（                    ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

その他（                    ）  １     ２      ３     ４  １   ２   ３ （                        ） 

  １：常にまたはほぼ常に見られる １：放置している

   ２：時々見られる ２：こちらから呼びかけを続ける

   ３：たまに見られる ３：言語以外の方法で働きかけなどあればご記入ください

    ４：以前あったが現在は見られない

 



6,次 の小山田痴呆スケールの該当する欄に○をつけ,合 計点を計算して下さい.

・氏名

小山田式痴呆行動評価表
男・女  ・ 生年 月 日1    年   月    日     '年 齢      能

・検査年月日: 検 査者

0点 1 点 2点 3点 4点 点鼓 備考

A 会 :言者 呼Jか けに対
し焦反応

呼びかけに一応反
あするが、自ら路
すことはない

ごく簡単な会おの

み可能で、つじつ

まが合わないこと
が多い 表面的

簡単な会濫が可能
であるが、つじつま
があわないことが
ある

日常会篤はほ!ま
正常である

B.移 動 寝た者リ

湿き上がり田

難

座位可能であり、
霞を上がりのみ自

由にできる

伝い歩きで、室内

移動可能である
が、獣りや危険が

多い

病室からロビーや
トイレなど、わかり
やすい目的のある

培所に、自力で移
動できる

エレベーターや

膚段などを使用
し、座内であれ
ば自由に移動可

能

C.排 泄 常時、大小便

失芸(尿便嫁
が盟められな
い)

倍時、大小便失抹
(尿便を有り、失
策佐不快感を示
す)

失宗することが多
い(尿便をを伝え
ることは可能であ
るが、毎日失業す
る)

ときどを失宗する 失策は全くない

が、後始末は不

十分なことがある

Dぅ採食 摂食動作不能 手づかみで振食 摂食動作の一部

(喧嘱・食物をロ

に運ふなど)を機リ

返す

自分自身でほ食す
るおく取り分けたり、
まんべんなく食べ

ることができない

難なく食べる

E .入 湾 全面不能
入沿に伴つた

行動が全くみら
れない

お相の出入り困難

体を洗うことができ

ないが、何らかの

動作、反応がみら

れる(体をさする、

湯をか吉濯ぜるな
ど)

浴村の出入りは困

難
不十分だ力〔腕や胸
などごく一部分14

洗うことができる

浴相の出入りが一

部可能
体の一部分を洗う
ことができる

おt百の出入りが

可能
体の大部分を洗

うことができる

F .更 衣 不能 若衣、脱衣は一部
のみ可能(限に腕
を通す、ボタンを外
すなど)

脱衣は困難だが

お衣は可能 毎回

若衣順序などが不
正確

遅くて不正直なこと
が多い(ポタンの

掛けといなど)

やや遅い

G,整 魯

①手を洗う
②洗顔
③整援
④怪細
⑤歯磨き

不能 一部のみ可能
(水に手を差し出

す、販や長をなで

る)

行うが、毎回不十
分である,2回に対

回はこれている

遅くて不正確なこと
が多い

やや遅い

H .二 者間の交流
(人の強別)

係反応 不快力t激に対し反
応するだれにでも
同じ対応をする

家族やよく会う人

とは交流を持つ

が、表面的

家族やよく会う人
のみ脱別でき、お
切に対応ができる

人を:位別し、お
切に対応できる

I.集団交流
(反応。理解・

参加意欲,を 見
の発言)

何が湿こってい

るのか全く理解
できない

ごく簡単なことの

み、きつかけがあ
れば行える

促されれば、受け

身的ではあるが争
加する

会話には◆加する

が、意見は出さな

い

自発的に争加

し、促せばを見

を出す

」 感情の表出 消失

係表情で感情

表現を全く示さ
ない

表

感

示

毎日1度 は感t言表

現が不通切、制御
できない

毎日ではないが時
1こ状況にら、さわし
い感情表現ができ
ない

状況にふきわし
い感4千表現がで

きる

①合計

異常行動
(個数をチェック)

俳徊 不潔行為 異食 収集行為
②計

得 点

 l ①  l ―

②
  =

得 点
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